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伝
統
の
復
活
を
！
熱
烈
フ
ァ
ン
か
ら
励
ま
し
の
声

「
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る
会
」
恒
例
の
懇
親
会
開
く

　

「
頑
張
れ
！
」「
来
年
は
優

勝
を
目
指
せ
よ
！
」―
。「
中

央
大
学
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る

会
」
が
主
催
す
る
恒
例
の
平
成

21
年
度
選
手
激
励
会
・
会
員
懇

親
会
が
４
月
15
日
、
上
野
精
養

軒
で
盛
大
に
開
か
れ
た
。

　

こ
の
日
は
強
く
す
る
会
会
員

の
熱
烈
な
中
大
駅
伝
フ
ァ
ン
は

じ
め
大
学
関
係
者
ら
１
４
３
人

が
出
席
。
Ｏ
Ｂ
ら
の
叱
咤
・
激

励
の
声
に
対
し
、
駅
伝
部
の
新

入
部
員
ら
は
、「
箱
根
で
活
躍

し
た
い
」
な
ど
と
健
闘
を
誓
っ

た
。

　

中
央
大
学
の
校
歌
と
割
れ
る

よ
う
な
拍
手
の
な
か
、

緊
張
し
た
面
持
ち
の

１
年
生
を
含
め
た
駅

伝
部
員
が
入
場
す
る

と
、
会
場
内
は
一
気

に
賑
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
。
は
じ

め
に
「
強
く
す
る

会
」
の
上
岡
君
義
副

会
長
が
、「
新
入
部

員
は
先
輩
に
追
い
つ

け
追
い
越
せ
と
精
進

し
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
久
野
修
慈
理
事
長
が
、「
陸

上
部
を
強
化
す
る
た
め
に
専
用

の
寮
を
新
設
す
る
こ
と
に
し
た
。

新
し
い
設
備
の
な
か
で
安
心
し

て
練
習
、
学
問
に
励
ん
で
欲
し

い
」
と
述
べ
、
日
野
市
豊
田
に

専
用
の
寮
を
建
設
す
る
こ
と
を

紹
介
し
、
選
手
た
ち
を
激
励
し

た
。

　

次
い
で
永
井
和
之
総
長
・
学

長
、
井
上
彰
陸
上
競
技
部
部
長

（
法
学
部
長
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
中
央
大

学
の
伝
統
を
復
活
さ
せ
て
欲
し

い
」
な
ど
と
選
手
ら
を
激
励
し

た
の
に
対
し
、
浦
田
春
生
陸
上

競
技
部
駅
伝
監
督
が

答
礼
の
あ
い
さ
つ
。

　

浦
田
監
督
は
、「
昨

年
度
は
な
ん
と
か

シ
ー
ド
権
確
保
は
で

き
た
も
の
の
、

み
な
さ
ん
に

報
告
で
き
る

よ
う
な
成
績

で
は
な
か
っ

た
」
と
こ
と

し
正
月
の

箱
根
駅
伝
を
振
り
返
り
、

「
今
年
度
は
昨
年
度
以

上
に
危
機
感
を
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
新
入
生

も
入
っ
て
ま
す
ま
す
切

磋
琢
磨
し
て
欲
し
い
」

と
選
手
の
奮
起
を
促
し

た
。
ま
た
「
昨
年
は
ケ

ガ
や
体
調
を
崩
す
選
手

が
多
か
っ
た
。
予
防
に

専
念
し
、
し
っ
か
り
し
た
体
づ

く
り
か
ら
は
じ
め
て
、
全
員
が

力
を
つ
け
て
安
心
し
て
試
合
に

臨
め
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
述

べ
、
箱
根
駅
伝
に
向
け
て
確
固

た
る
信
念
を
持
っ
て
の
ぞ
む
姿

勢
を
示
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
選
手
を
代
表
し

て
高
橋
靖
主
将
が
、「
今
年
は

強
い
中
大
復
活
の
た
め
の
チ
ー

ム
の
基
盤
作
り
を
目
標
に
掲

あいさつする「強くする会」の上岡副会長

浦田監督

一人一人紹介される新入生部員
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げ
て
い
る
」
と
し
、「
環
境
面

で
こ
れ
だ
け
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
た
ち

が
変
わ
る
し
か
な
い
。
監
督
も

２
年
目
で
考
え
も
浸
透
し
て
き

た
の
で
チ
ー
ム
が
大
き
く
変
わ

れ
る
」
と
捲
土
重
来
を
期
す
る

こ
と
を
誓
っ
た
。

　

井
上
洋
平
主
務
が
４
年
生
か

ら
順
々
に
選
手
を
紹
介
し
、
新

入
生
の
番
に
な
る
と
、
会
場
内

か
ら
は
「
頑
張
れ
よ
！
」
と
声

援
が
飛
ん
だ
。

　

新
入
生
は
一
言
ず
つ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
答
え
、「
伝
統
校
で

あ
る
中
大
に
入
学
で
き
た
の
で
、

箱
根
を
目
指
し
、
１
年
生
か
ら

上
級
生
に
負
け
な
い
よ
う
し
っ

か
り
走
り
た
い
」（
新
庄
浩
太

選
手
）、「
一
年
目
か
ら
箱
根
駅

伝
に
出
て
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た

い
」（
野
脇
勇
志
選
手
）、「
長

い
距
離
に
慣
れ
る
た
め
、
先
輩

た
ち
に
つ
い
て
い
き
た
い
」

（
渥
美
昂
大
選

手
）、「
甘
い
こ
と

を
考
え
ず
に
、
い

つ
か
箱
根
に
出
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張

る
」（
鈴
木
大
和

選
手
）、「
ケ
ガ
な

く
過
ご
し
、
箱
根

を
走
り
た
い
」

（
佐
々
木
健
太
選

手
）、「
チ
ー
ム
が

勢
い
づ
く
よ
う
な

走
り
が
で
き
る
選

手
に
な
り
た
い
」

（
服
部
峰
祥
選
手
）、

「
ケ
ガ
な
く
体
力

を
つ
け
て
、
箱
根
で
大
活
躍
し

た
い
」（
大
須
田
優
二
選
手
）、

「
自
分
は
い
つ
か
中
大
を
応
援

し
て
く
れ
る
方
々
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

（
塩
谷
潤
一
選
手
）―

な
ど
と

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
語
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、「
強
く
す
る
会
」

の
志
邨
守
夫
幹
事
の
乾
杯
の
発

声
で
、
懇
親
会
に
移
り
、
会
場

の
あ
ち
こ
ち
で
選
手
ら
を
囲
ん

で
、
歓
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

最
後
に
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部

と
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
が
校

歌
、
応
援
歌
を
披
露
し
、
激
励

会
・
懇
親
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

「
中
央
大
学
箱
根
駅
伝
を
強

く
す
る
会
」
は
１
９
８
８
年
に

創
立
さ
れ
、
毎
年
正
月
に
は
箱

根
に
１
泊
し
て
駅
伝
の
往
復
路

を
応
援
、
年
３
回
の
合
宿
に
も

応
援
参
加
す
る
な
ど
、〝
物
心

両
面
〞
に
わ
た
っ
て
駅
伝
を
支

援
し
て
い
る
。

（
学
生
記
者　

駒
田
恵
＝
法
学

部
４
年
／
稲
瀬
正
樹
＝
法
学
部

３
年
）

応援団が激励会に華を添えた

イ
ン
タ
ー
ン
経
験
を
今
後
の
大
学
生
活
に
生
か
す

35
人
が
参
加
し
て
体
験
報
告
会
開
く

　

春
休
み
に
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
た
学
生
を
対
象
に
、「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
報
告
会
」

が
４
月
18
日
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
主
催
で
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
行
わ
れ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
報

告
会
の
目
的
は
、
イ
ン
タ
ー
ン

で
の
経
験
を
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
他
の
学
生

と
分
か
ち
合
い
、
今
後
の
学
生

生
活
や
就
職
活
動
へ
の
目
標
確

認
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
に
あ

る
。

　

こ
の
日
は
、
35
人
が
参
加
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

が
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

体
験
を
言
語
化
し
、
他
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
に
伝
え
る
。

次
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

効
果
を
顕
在
化
し
、
最
後
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意
味
を
深

化
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
報
告
会

は
は
じ
ま
っ
た
。

　

ま
ず
行
政
機
関
へ
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
し
た
学
生
と
、
民
間

企
業
へ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
し

た
学
生
に
分
か
れ
、
そ
の
中
か

ら
１
班
６
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

目
標
は
何
か
、
そ
の
目
標
は
達

成
で
き
た
か
、
な
ど
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

行
政
機
関
の
農
林
水
産
省
、

八
王
子
市
役
所
を
は
じ
め
、
民

間
企
業
の
京
王
電
鉄
、
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
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違
う
職
種
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
し
て
い
る
学
生
と
交
流
で
き

る
機
会
は
、
な
か
な
か
な
い
の

で
、
ど
の
班
で
も
積
極
的
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

次
に
、
行
政
機
関
に
イ
ン

タ
ー
ン
し
た
学
生
と
、
民
間
企

業
に
イ
ン
タ
ー
ン
し
た
学
生
を

混
合
に
し
て
班
を
組
み
直
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
一
番
発

揮
で
き
た
能
力
は
何
か
に
つ
い

て
発
表
し
あ
っ
た
。
発
揮
で
き

た
能
力
は
、
経
済
産
業
省
が
定

義
し
て
い
る
「
主
体
性
」「
実

行
力
」「
発
進
力
」
な
ど
、
社

会
人
に
必
要
と
さ
れ
る
「
社
会

人
基
礎
力
」
の
全
12
項
目
の
な

か
か
ら
選
ん
だ
。

　

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会
社
に

イ
ン
タ
ー
ン
し
た
佐
藤
宏
美
さ

ん
（
法
学
部
３
年
）
は
、「
イ

ン
タ
ー
ン
の
最
終
日
に
、
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
へ
の
提
言
を
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
」
と
、
一
番
発

揮
で
き
た
能
力
に

「
課
題
発
見
力
」

を
挙
げ
た
。

　

ま
た
、
株
式
会

社
セ
ブ
ン-
イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

に
イ
ン
タ
ー
ン
し

た
藤
井
智
康
さ
ん

（
商
学
部
３
年
）

は
、「
自
発
的
に

行
動
し
て
い
く
能

力
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
」
と
述

べ
、
一
番
発
揮
で

き
た
能
力
に
「
主

体
性
」
を
挙
げ
た
。

　

最
後
に
、「
み
ん
な
の
意
識

の
高
さ
に
刺
激
さ
れ
た
」「
自

分
に
足
り
な
い
物
や
、
強
み
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
意
見

交
換
会
を
終
え
た
感
想
を
各
班

で
ま
と
め
、
代
表
者
が
発
表
し

6人のグループに分かれてディスカッション

て
報
告
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

（
学
生
記
者　

西
野
美
雪
＝
法

学
部
３
年
）

木
村
聡
さ
ん（
総
政
４
年
）が
文
部
科
学
大
臣
賞

全
国
学
生
俳
句
大
会
で
念
願
の
最
優
秀
賞
を
受
賞

　

今
年
１
月
に
行
わ
れ
た
第
39

回
全
国
学
生
俳
句
大
会（
主
催
・

日
本
学
生
俳
句
協
会
）
で
、
総

合
政
策
学
部
４
年
の
木
村
聡
さ

ん
が
、
大
学
部
門
の
最
優
秀
賞

と
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
。

　

全
国
学
生
俳
句
大
会
は
、
全

国
の
小
・
中
・
高
・
大
学
生
を

対
象
に
し
た
国
内
最
大
規
模
の

俳
句
大
会
で
、
小
・
中
・
高
・

大
学
生
の
各
部
門
ご
と
に
最
優

秀
賞
が
１
句
選
ば
れ
、
そ
の
中

か
ら
大
会
の
最
高
賞
の
文
部
科

学
大
臣
賞
が
選
出
さ
れ
る
。
今

年
は
、
全
体
で
約
21
万
句
の
応

募
作
品
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
大

学
生
部
門
に
は
約
４
９
０
句
の

応
募
作
品
が
あ
っ

た
。

　

木
村
さ
ん
が

受
賞
し
た
作
品

は
、『
コ
ン
パ
ス

の
針
が
紙
刺
す
原

爆
忌
』
と
い
う
夏

の
俳
句
だ
。
こ
れ

は
、
高
校
の
数
学

の
勉
強
で
コ
ン
パ
ス
を
不
器
用

に
扱
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
紙

に
穴
を
あ
け
な
が
ら
円
を
描
い

た
と
い
う
思
い
出
と
、
広
島
・

長
崎
の
原
爆
の
被
害
が
円
を
描

い
て
広
が
る
夏
の
情
景
を
同
時

に
表
現
し
た
作
品
だ
。

　

審
査
員
か
ら
は
、「
若
い
世

代
の
危
機
感
の
表
明
」「
人
生

へ
真
正
面
か
ら
立
ち
向
か
っ
て

い
る
」
と
、
木
村
さ
ん
の
ま
っ

す
ぐ
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
。

木
村
さ
ん
は
受
賞
し
た
時
の
感

想
に
つ
い
て
、「
嬉
し
さ
も
あ
っ

た
が
、
現
在
は
そ
の
気
持
ち
は

薄
い
。
過
去
の
栄
光
に
し
ば
ら

れ
な
い
よ
う
に
も
っ
と
い
い
も

の
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
」

木村聡さん
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と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　

木
村
さ
ん
が
俳
句
と
初
め
て

出
会
っ
た
の
は
、
小
学
４
年
生

の
国
語
の
授
業
だ
っ
た
。
本
格

的
に
俳
句
を
始
め
た
の
は
高
校

に
入
っ
て
か
ら
で
、
３
年
間
文

芸
部
で
勉
強
。
高
校
を
卒
業
し
、

中
央
大
学
に
入
学
す
る
と
、「
残

念
な
が
ら
俳
句
を
作
る
目
的
の

団
体
が
な
か
っ
た
」
た
め
、
い

ま
も
独
学
で
俳
句
の
勉
強
を
し

て
い
る
と
い
う
。

　

全
国
学
生
俳
句
大
会
に
は
、

高
校
２
年
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
投

稿
し
、
今
回
の
投
稿
で
４
回

目
。
こ
れ
ま
で
に
２
回
、
部
門

の
２
位
に
あ
た
る
特
選
に
選
ば

れ
、
今
年
は
念
願
の
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。

　

俳
句
に
情
熱
を
傾
け
続
け
て

き
て
い
る
木
村
さ
ん
は
、「
俳

句
は
古
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。

俳
句
か
ら
は
新
し
い
感
動
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
先
入
観
を

捨
て
て
俳
句
を
見
直
し
、
自
分

の
世
界
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
、

も
っ
と
中
大
生
も
俳
句
に
な
じ

ん
で
欲
し
い
と
の
想
い
を
語
っ

て
く
れ
た
。

（
学
生
記
者　

山
岸
怜
奈
＝
総

合
政
策
学
部
３
年
）

「
ノ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
マ
ー
ク
認
定
制
度
」が
ス
タ
ー
ト

防
止
意
識
が
高
い
団
体
に
認
定
書
と
マ
ー
ク
を
発
行

　

中
央
大
学
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
な
く
そ
う―

と
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
に
意
識
が
高
く
、

防
止
啓
発
に
努
め
て
い
る
ゼ
ミ

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
に

「
ノ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
マ
ー
ク
」

を
認
定
す
る
制
度
（
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
啓
発
委
員
会
主
催
）

が
、
こ
の
ほ
ど
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

い
じ
め
や
つ
き
ま
と
い
、
そ

れ
に
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な

ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
悩
む
人

た
ち
は
最
近
、
若
者
の
間
で
も

増
え
て
い
る
、
と
い
わ
れ
る
。

中
央
大
学
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
窓
口
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

啓
発
支
援
室
）
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
件
数
は
58
件
（
２
０
０
８

年
度
）
だ
が
、
そ
れ
を
は
る
か

に
上
回
る
人
た
ち
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
悩
ん
で
い
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　

ス
タ
ー
ト
し
た
認
定
制
度
は
、

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
学
生

生
活
を
お
く
る
」
こ
と
を
目
的

に
し
た
全
国
の
大
学
で
も
先
駆

け
と
な
る
人
権
啓
発
活
動
で
、

発
案
し
た
の
は
、
学
内
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
学
生
団
体
Ｎ
Ｈ
Ｐ

（
Ｎ
Ｏ
Ｎ　

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ

Ｅ
Ｎ
Ｔ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）。

　

Ｎ
Ｈ
Ｐ
は
、
有
志
の
学
生
た

ち
に
よ
っ
て
２
０
０
８
年
は
じ

め
に
結
成
さ
れ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
を
呼
び
掛
け
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
啓
発
委
員
会
が
主

催
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
企
画

段
階
か
ら
参
加
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
て

い
る
。そ
ん
な
な
か
、メ
ン
バ
ー

の
笹
原
崇
寛
さ
ん
（
商
学
部
３

年
）
が
思
い
つ
い
た
の
が
、「
ノ

ン
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
マ
ー
ク

認
定
制
度
」

だ
。

　

笹
原
さ
ん

は
、
ア
イ
デ

ア
を
支
援
室

に
持
ち
込
み
、

支
援
室
と
共

に
認
定
方
法

な
ど
を
企
業

に
取
材
。
制

度
実
現
に
つ

な
が
っ
た
。

笹
原
さ
ん
は
、

「
こ
の
制
度

で
学
内
か
ら

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
そ
う
と

い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
高
ま
る

と
嬉
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

　

認
定
制
度
の
対
象
と
な
る
の

は
、「
一
人
一
人
の
尊
厳
や
人

格
を
お
互
い
に
尊
重
し
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
学
生
生
活
を

送
り
た
い
」
と
考
え
て
い
る

サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
な
ど
の
学
生

団
体
で
、
認
定
を
受
け
る
に
は
、

大谷浩二さん（左）と笹原崇寛さん（右）
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団
体
と
し
て
、
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
研
修
を
受
け
た

の
ち
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
啓

発
委
員
会
が
資
格
審
査
す
る
。

　

委
員
会
で
団
体
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
へ
の
姿
勢
な
ど
が
評

価
さ
れ
る
と
、
団
体
に
対
し
、

認
定
書
と
認
定
番
号
入
り
の

マ
ー
ク
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

マ
ー
ク
は
、
リ
ボ
ン
で
結
ん

だ
赤
、
青
、
緑
の
３
色
の
風
船

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
赤

は
「
温
か
さ
」、青
は
「
冷
静
さ
」、

緑
は
「
穏
や
か
さ
」
を
表
現
し
、

こ
の
気
持
ち
が
ど
こ
か
に
飛
ん

で
い
か
な
い
よ
う
に
、
心
を
ひ

と
つ
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｐ
代
表
の
大
谷
浩
二
さ

ん
（
総
合
政

策
学
部
５

年
）
は
、「
研

修
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ

て
、
団
体
内

で
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル 

が
起
き
た
と
き
、
よ
り
良
い
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」と
強
調
。
ま
た
、認
定
マ
ー

ク
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
対
す
る
意

識
が
高
い
団
体
で
あ
る
こ
と
を

内
外
に
示
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

「
ノ
ン
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
マ
ー

ク
認
定
制
度
」
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
、
申
込
お
よ
び
学
内

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相

談
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
啓

発
支
援
室
ま
で
。

℡
０
４
２
‒６
７
４
‒３
５
０
７

E-m
ail  harass-soudan@tam

ajs. 
chuo-u.ac. jp

（
学
生
記
者　

廣
瀬
功
一
＝
文

学
部
２
年
）

ノンハラマーク

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
の
講
習
会
開
く

後
楽
園
に
２
ヵ
所
、
多
摩
に
６
ヵ
所
設
置

　

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
と
い
う
の
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。「
自
動
体

外
式
除
細
動
器
」
と
い
う
も
の

で
、
心
室
細
動
と
い
わ
れ
る

血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を

失
っ
た
状
態
の
心
臓
に
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
、
正
常
を

取
り
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
だ
。

　

い
ざ
、
と
い
う
時
に
、
こ

の
機
器
の
扱
い
方

法
を
知
っ
て
い
れ

ば
、
救
急
の
傷
病

者
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
。
と
い
う

わ
け
で
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
利
用
講
習
会
」

（
学
生
課
主
催
）

が
５
月
14
日
、
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
３

日
間
の
講
習
を
受

け
て
応
急
手
当
普

及
員
認
定
証
（
東
京
消
防
庁
発

行
）
を
取
得
し
た
学
生
課
職
員

が
講
師
に
な
っ
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
に
つ
い
て
人
形
や
訓
練

用
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
実
技
中
心

に
講
習
が
行
わ
れ
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生

の
手
順
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
倒
れ
て
い
る
人
を
見
つ

け
た
ら
、
周
囲
の
安
全
を
確
認

し
、
呼
び
か
け
に
反
応
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
か
め
る
。
反
応

が
な
い
場
合
は
、
周
囲
の
人
に

大
声
で
助
け
を
求
め
、「
１
１

９
番
通
報
」
と
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
準
備

を
依
頼
」
し
た
う
え
で
、
気
道

を
確
保
し
て
普
通
通
り
の
息
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

息
が
な
い
と
人
工
呼
吸
（
２

回
）
を
し
て
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
（
30
回
）
の
心
肺
蘇
生
を
繰

り
返
す
。

　

そ
う
し
た
段
階
を
経
て
、
到

着
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ
と
に

な
る
。
使
い
方
は
、
非
常
に
簡

単
だ
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
製
造
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
種
類
の
違
い
は

あ
る
が
、
本
学
に
備
え
付
け
の 人形を使って心肺蘇生の講習
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Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
蓋
を
あ
け
る
と
自

動
的
に
電
源
が
入
る
タ
イ
プ
な

の
で
、
流
れ
る
音
声
の
指
示
に

従
え
ば
よ
い
。

①
音
声
に
従
い
、
電
極
パ
ッ
ド

を
患
者
の
素
肌
２
ヵ
所
に

し
っ
か
り
密
着
さ
せ
る
よ
う

に
貼
り
付
け
る
。
貼
り
付
け

る
場
所
は
、
本
体
の
電
極

パ
ッ
ド
に
図
で
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
通
り
に
張
り

付
け
れ
ば
よ
い
。

②
機
械
が
自
動
で
心
電
図
を
解

析
し
、
必
要
な
処
置
を
始
め

る
。
こ
の
と
き
は
、
傷
病
者

か
ら
離
れ
る
。
傷
病
者
の
体

に
触
れ
て
い
る
と
、
解
析
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る

か
ら
だ
。

③
音
声
の
指
示
に
従
っ
て
点
滅

ボ
タ
ン
を
押
す
。
す
る
と
電

気
シ
ョ
ッ
ク
が
開
始
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
扱
い
を
知
っ
て
い

れ
ば
、
咄
嗟
の
と
き
に
役
立

つ
こ
と
に
な
る
。
最
近
で
は
、

一
般
市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

て
救
命
し
た
と
い
う
実
例
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

で
、
緊
急
事
態
に
備
え
て
、
普

段
か
ら
し
っ
か
り
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
だ
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は

後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
２
ヵ

所
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

６
ヵ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
１

号
館
１
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー
の

入
口
前
▽
5
号
館
4
階
ア
リ
ー

ナ
入
口
の
２
ヵ
所
。
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
Ｃ
ス
ク
エ
ア
２
階

の
中
ホ
ー
ル
の
入
口
前
▽
２
号

館
２
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー
入
口

前
▽
６
号
館
１
階
の
法
学
部
事

務
室
入
口
▽
第
１
体
育
館
２
階

の
ホ
ー
ル
内
▽
第
２
体
育
館
１

階
事
務
室
の
入
口
前
▽
中
央
図

書
館
2
階
の
計
６
か
所
だ
。

　

近
く
を
通
っ
た
時
に
で
も
、

自
分
で
確
認
す
る
よ
う
に
す
る

と
よ
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
講
習
会
は
今
年
度
か

ら
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
か
れ

る
。

（
学
生
記
者　

今
子
佳
奈
＝
文

学
部
３
年
）
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